
大阪歯科保険医新聞 （第三種郵便物認可） ２０２２年４月２５日（５、15、25日発行） （２）

政治を動かす署名運動（保団連パンフ『Ｑ＆Ａで考える署名運動』から）
期間 中心となった団体 署名内容 筆数 成果

83年～84年 保団連他 健保改悪反対署名 約1500万 法律で２割とされた健保本人の負
担を13年間１割に据え置いた

01年～02年 保団連他 医療改悪反対署名 約3000万 老人の外来一部負担金限度額を当
初案より引き下げた

　　05年 日本医師会他 混合診療全面解禁反
対署名 約600万 混合診療の全面解禁阻止

08年～10年 保団連他 後期高齢者医療制度
廃止署名 約627万 制度の一部改善・70～74歳の窓

口負担引き上げ阻止

07年～13年 保団連他 保険でより良い歯科
医療を求める署名 約114万 歯科診療報酬改善・保険給付範囲

の一部拡大

と
で
す
か
ら
１
０
０
０
万
円

ず
つ
に
な
り
ま
す
ね
。

　

た
だ
今
回
の
事
案
の
場

合
、
物
件
に
は
妻
の
実
家
か

ら
の
援
助
分
が
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
援
助
部
分
は
夫

婦
で
築
い
た
資
産
で
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
分
与
対
象
財

産
に
は
な
り
ま
せ
ん
（
妻
の

特
有
財
産
と
な
り
ま
す
）
。

　

財
産
分
与
に
際
し
て
は
こ

の
特
有
財
産
の
部
分
を
除
く

　

離
婚
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
実
は
私
名
義
の
自
宅

兼
医
院
に
要
し
た
費
用
５
０

０
０
万
円
の
う
ち
１
０
０
０

万
円
を
妻
の
実
家
か
ら
援
助

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
の

援
助
部
分
を
ど
う
考
え
た
ら

良
い
で
す
か
。
現
在
の
自
宅

の
価
値
は
住
宅
ロ
ー
ン
残
を

除
け
ば
約
２
０
０
０
万
円
で

す
（
50
代
男
性
）。

　

結
婚
後
２
人
の
力
だ
け

で
、
自
宅
兼
医
院
を
購
入
し

て
い
た
と
い
う
の
で
あ
れ

ば
、
名
義
が
夫
で
あ
っ
て
も

離
婚
の
際
に
は
、
そ
の
財
産

を
分
与
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
を
財
産
分
与
と
い

い
ま
す
。
分
け
方
は
、
原
則

２
分
の
１
ず
つ
で
す
。
価
値

が
２
０
０
０
万
円
と
い
う
こ

必
要
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
の

考
え
方
と
し
て
は
、
財
産
購

入
時
の
援
助
割
合
（
５
０
０

０
万
円
に
対
し
１
０
０
０
万

円
分
、
す
な
わ
ち
５
分
の

１
）
に
相
当
す
る
価
値
が
現

在
ま
で
残
っ
て
い
る
と
考
え

ま
す
。
つ
ま
り
今
の
資
産
価

値
２
０
０
０
万
円
の
５
分
の

１
に
相
当
す
る
４
０
０
万
円

分
を
妻
の
特
有
財
産
と
計
算

す
る
の
で
す
。
結
局
２
０
０

０
万
円
か
ら
４
０
０
万
円
を

差
し
引
き
、
残
り
１
６
０
０

万
円
が
夫
婦
共
有
の
財
産
と

考
え
る
の
で
す
。
そ
し
て
そ

れ
を
２
分
割
し
て
夫
と
妻
が

そ
れ
ぞ
れ
８
０
０
万
円
を
取

得
し
ま
す
。
そ
こ
か
ら
妻
は

さ
ら
に
４
０
０
万
分
の
特
有

財
産
を
戻
し
て
も
ら
う
こ
と

に
な
る
わ
け
で
す
（
夫
は
８

０
０
万
円
・
妻
は
１
２
０
０

万
円
）。

　

以
上
は
一
つ
の
考
え
方
で

す
。
実
際
に
は
こ
の
よ
う
な

考
え
方
も
参
考
に
双
方
協
議

し
て
決
め
て
い
く
こ
と
が
多

い
と
思
い
ま
す
。

 

（
弁
護
士　

西　

晃
）

転ばぬ先の　
　法律相談

医院経営

第26回 妻と離婚　実家の援助で建てた
診療所の扱いは？

援助割合に応じて財産を分与

イラスト・辻井タカヒロ

21・22年度　第13回　理事会報告　2022年４月９日
【報告事項】
・ 診療報酬改定新点数説明会を３月21日、国際交流センターで開催した。午
前の部436人、午後の部387人、役員21人で計844人が参加した。
・ おおさか医科・歯科九条の会の歯科世話人の呼びかけで、「ロシアのウク
ライナ侵攻に反対する」宣伝になんば高島屋前で取り組み、小澤理事長含
め役員６人が参加した。
【協議事項】
・ 新型コロナ感染拡大の歯科医療機関への影響について、保団連医療研フォ
ーラムのアンケートを利用して大阪歯科協会独自の調査を実施する。
・ オンライン資格確認やマイナンバーの問題点を会内に知らせるため、政策
部で保団連事務局を講師としたオンライン学習会を開催する。
・ 参議院選挙を視野に入れて、75歳以上の窓口負担増反対署名の推進、金パ
ラ逆ザヤ解消に向けた取り組み、改憲反対署名の推進を強める。

　

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
の
危

機
に
乗
じ
て
、
与
党
や
一
部
の
野
党
か
ら

９
条
改
憲
や
敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保
有
が

声
高
に
叫
ば
れ
て
い
る
。
力
に
力
で
応
じ

る
論
理
は
軍
事
的
対
応
を
エ
ス
カ
レ
ー
ト

さ
せ
、
事
態
の
悪
化
を
招
く
。
今
求
め
ら

れ
て
い
る
の
は
国
連
憲
章
や
国
際
法
に
基

づ
く
国
際
平
和
秩
序
の
回
復
で
あ
り
、
日

本
政
府
は
今
こ
そ
平
和
憲
法
を
活
か
し
た

外
交
努
力
を
尽
く
す
べ
き
だ
。

　

自
民
党
や
維
新
の
会
か
ら
は
、
米
国
と

の
「
核
共
有
」
や
日
本
が
核
兵
器
を
保
有

す
る
議
論
さ
え
出
さ
れ
て
い
る
。
プ
ー
チ

ン
大
統
領
が
核
兵
器
の
先
制
使
用
も
辞
さ

な
い
な
か
、
世
界
中
が
核
戦
争
の
危
機
に

さ
ら
さ
れ
て
い
る
現
状
を
み
れ
ば
、
核
抑

止
力
論
の
破
綻
は
明
ら
か
だ
。
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
核
兵
器
に
固
執
す
る
姿
は
、
唯

一
の
戦
争
被
爆
国
の
政
治
家
と
し
て
の
非

見
識
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
。

　

侵
略
戦
争
の
反
省
に
立
ち
、
戦
争
放
棄

を
宣
言
し
た
憲
法
９
条
は
平
和
国
家
・
日

本
の
姿
を
世
界
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
き
た
。

日
本
が
米
国
の
戦
争
に
正
面
か
ら
参
戦
す

る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
は
９
条
の
歯
止
め

が
あ
っ
た
か
ら
だ
。
戦
後
、
自
衛
隊
は
た

だ
一
人
の
戦
死
者
も
出
さ
ず
、
一
人
の
外

国
人
も
殺
し
て
い
な
い
事
実
は
、
世
界
に

Ｑ
．
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で

き
た
署
名
は
効
果
が
あ
っ
た

の
で
す
か
？

　

協
会
・
保
団
連
が
集
め
た

署
名
は
国
会
要
請
行
動
で
す

べ
て
の
議
員
に
請
願
の
趣
旨

と
筆
数
を
示
し
、
署
名
の
国

会
提
出
の
紹
介
議
員
と
な
る

よ
う
要
請
し
て
い
ま
す
。
多

数
の
署
名
は
、
政
府
に
法
律

や
制
度
を
修
正
さ
せ
る
な
ど

政
治
を
動
か
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
１
９
８
３
〜
84
年

の
健
保
改
悪
反
対
署
名
は
約

１
５
０
０
万
も
の
筆
数
を
集

め
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
本
人
の

窓
口
負
担
２
割
化
を
食
い
止

め
、
13
年
間
に
わ
た
っ
て
１

割
を
堅
持
し
ま
し
た
。

　

２
０
０
８
〜
10
年
の
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
廃
止
署
名

で
は
、
70
〜
74
歳
の
窓
口
負

担
増
を
先
送
り
さ
せ
、
後
期

医
療
制
度
の
一
部
改
善
を
勝

ち
取
り
ま
し
た
。

　

改
悪
を
撤
回
さ
せ
た
例
で

は
、
05
年
に
医
師
会
や
保
団

連
が
取
り
組
ん
だ
混
合
診
療

全
面
解
禁
反
対
署
名
で
す
。

医
療
従
事
者
や
患
者
を
中
心

に
約
６
０
０
万
筆
を
集
め
た

結
果
、
署
名
は
国
会
で
採
択

さ
れ
、
政
府
は
全
面
解
禁
を

撤
回
し
た
の
で
す
。

　

保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医

療
を
求
め
る
署
名
で
は
、
診

療
報
酬
の
改
善
や
歯
科
の
保

険
給
付
範
囲
の
拡
大
な
ど
に

結
び
付
き
ま
し
た
。
署
名
活

動
は
国
民
や
医
療
従
事
者
の

願
い
を
実
現
す
る
大
き
な
力

に
な
っ
て
い
ま
す
。

 
（
お
わ
り
）

　

社
保
研
究
部
は
17
日
、
在

宅
療
養
支
援
歯
科
診
療
所

（
歯
援
診
）
の
施
設
基
準
に

係
る
研
修
会
を
開
き
、
髙
橋

一
也
氏
（
大
阪
歯
科
大
学
高

齢
者
歯
科
学
講
座
主
任
教

授
、
写
真
）
を
講
師
に
67
人

が
参
加
し
た
。

　

髙
橋
氏
は
、
高
齢
者
の
心

身
の
特
性
（
認
知
症
に
関
す

る
内
容
を
含
む
）
、
口
腔
機

能
の
管
理
、
緊
急
時
対
応
な

ど
を
解
説
。
超
高
齢
社
会
の

現
状
や
在
宅
医
療
、
高
齢
者

に
よ
く
み
ら
れ
る
全
身
疾
患

へ
の
対
応
、
認
知
症
の
基
礎

知
識
、
高
齢
者
の
介
護
予
防

と
フ
レ
イ
ル
、
オ
ー
ラ
ル
フ

レ
イ
ル
と
口
腔
機
能
低
下
症

な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

終
了
後
は
参
加
者
ら
に
修
了

証
を
発
行
し
た
。

誇
る
憲
法
の
力
で
あ
る
。「
９
条
で
は
平

和
を
守
れ
な
い
」
と
の
声
は
歴
史
の
歪
曲

に
他
な
ら
な
い
。
ロ
シ
ア
の
戦
争
に
よ
っ

て
多
く
の
人
が
命
を
落
と
し
、
国
際
平
和

秩
序
が
根
底
か
ら
覆
さ
れ
る
な
か
、
５
月

３
日
に
憲
法
施
行
75
年
を
迎
え
る
。
核
共

有
や
敵
基
地
攻
撃
能
力
は
国
民
を
戦
火
に

巻
き
込
む
危
険
な
戦
争
す
る
国
づ
く
り
で

あ
り
、
平
和
憲
法
と
は
相
い
れ
な
い
。
改

め
て
９
条
の
価
値
を
問
い
直
す
べ
き
だ
。

　

協
会
・
保
団
連
は
１
９
８
９
年
に
採
択

し
た
開
業
医
宣
言
で
、「
憲
法
の
理
念
を

体
し
て
平
和
を
脅
か
す
動
き
に
反
対
」

し
、「
核
戦
争
の
防
止
と
核
兵
器
廃
絶
」

が
医
療
人
の
社
会
的
責
務
で
あ
る
と
決
意

し
た
。
こ
の
崇
高
な
理
念
を
実
現
す
べ

く
、
平
和
憲
法
を
活
か
す
道
へ
全
力
を
尽

く
す
と
と
も
に
、
日
本
政
府
に
対
し
て
国

際
社
会
と
連
帯
し
、
国
際
平
和
秩
序
回
復

の
先
頭
に
立
つ
よ
う
強
く
求
め
る
。

春夏秋冬

憲
法
施
行
75
年

平
和
守
る
９
条
の
価
値

改悪の阻止や願いを実現

署名の
チカラチカラ③

ストップ！75歳２割化ストップ！75歳２割化

署名にご協力
ください

75歳以上の窓口負担
２割化ストップへ

ネット署名はコチラ

採 択

社
保
研
究
部

歯
援
診
の
研
修
会
開
く


